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(Manson, 2002, p. 265より一部修正) 
 
 次に、予防原則に対する典型的な批判の論点を明確にするために、予防原則の極端な形










































 この問題を考えるために、Carl F. Cranor が 2001 年の論文 (“Learning from the Law to 






















はならない。 (UNCED, 1993; 奥脇 & 小寺, 2012, pp. 566-7) 
Where there are threats of serious or irreversible damage, lack of scientific certainty shall not be 
used as a reason for postponing cost-effective measures to prevent environmental degradation. 
(United Nations Agenda 21: The United Nations Programme of Action From Rio, The  






















































































































































































































































































































































































(3) こうした事態は「分析による麻痺 (paralysis by analysis)」とも呼ばれる。例えば、病気や死亡の原因に
ついての、「科学的な」メカニズムの解明や、個々の事例の原因の究明といったことが、しばしば問題解決
の深刻な遅延を引き起こすことについては、津田 (2013)などに詳しく述べられている。 
(4) 以下で見る Cranor の議論はアメリカの法律を念頭においているので、厳密にいえばそれが日本の法律
ではどのように捉えられるかという問題があるが、その問題は本論文では取り上げない。 
(5) この修正は両方とも、元々のリオ宣言の文言に合わせて、改善措置について否定的な形で述べられて
いるが、Cranorは定式化それぞれを肯定的な型に言い換えたものも提案している(Cranor, 2001, p. 322)。 
(6) 以下の検討はRaymond  (2004) , 津田 (2003)などを参考にした。 
(7) 感度と特異度は次のように算出する。感度＝ 真陽性/(真陽性＋偽陰性)×100、特異度＝ 真陰性/(真陰
性＋偽陽性) ×100。 





Cranor, C. (1993). Regulating Toxic Substances (Philosophy of Science and the Law), Oxford University Press, New 
York. 
Cranor, C. (2001). ‘Learning from the Law to Address Uncertainty in the Precautionary Principle’, Science and 
Engineering Ethics, Volume 7, Issue 3. 
Manson, N. (2002). ‘Formulating the Precautionary Principle’ Environmental Ethics, Fall Vol. 24. 
Raymond, G. (2004). 『第３版 医学がわかる疫学』, 熊倉伸宏・高柳満喜子監訳, 新興医学出版社. 
UNCED (1993). http://www.un.org/documents/ga/conf151/aconf15126-1annex1.htm 
奥脇直也 & 小寺彰 (2012). 『国際条約集 2012年版』, 有斐閣. 
サナ・ル  ー (2009). 『法・疫学・市民社会』, 太田勝造他訳, 木鐸社. 
津田敏秀 (2003). 『市民のための疫学入門』, 緑風出版. 
津田敏秀 (2013). 『医学的根拠とは何か』, 岩波書店.  
シュレーダー＝フレチェット (2007). 『環境リスクと合理的意思決定』, 松田毅監訳, 昭和堂. 
〔京都大学大学院OD・哲学〕 
